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日本教育工学会 年秋季全国大会を迎えて

日本教育工学会 会長 鈴木克明（熊本大学）
 
第35回を迎えた日本教育工学会全国大会を名古屋国際会議場で開催できますこ

と，関係各位に心から感謝申し上げます．ご参集いただく学会員の皆さまそれぞれ

にとって，収穫の多い，そして，楽しいひと時になりますことを祈念しています． 
本学会創立35年目の挑戦として，今年度から全国大会を秋と春の２回化に踏み

切りました．このたびの全国大会は，大会２回化の最初の秋季全国大会です．肥大

化する一方の全国大会をコンパクト化して，また，発表件数が小規模の全国大会並

みになっている年度末の研究会を全国大会に昇格させることで，より参加しやす

く，またよりホストしやすい会にしたい．そんな動機で始まった大会２回化ですが，

秋季は口頭発表を廃止してポスター発表のみの「じっくり議論」できる場にし，春

季は逆にポスター発表を廃止して口頭発表と SIG セッションで「ゆったり発表」

できる場にすることを目指しました．大きな変更を伴う挑戦ですので，関係各位に

は多大なる努力と工夫をお願いすることになりましたが，さてその結果はどうでし

ょうか，いささか心配しています． 
結果の一つとして重要な会員の研究発表の場を確保することについては，昨年度の大会での口頭発表にポスター

発表を加えた数に比べて，発表件数が約100件減りました．その原因はどこにあるのかは分析中ですが，開催時期

が早まったことが一因かもしれません．また，口頭発表を好む人が多いためかもしれません．今回の全国大会では，

ポスター発表では物足りないと思うかどうか，実際に感じてほしいと思います．また，この減少分を挽回してさら

に例年より多くの発表を集めることができるか．その結果は春季大会に何本の発表申し込みがあるかを待つしかあ

りませんが，「全国大会を２回化したのは失敗でしたね」と言われないように，会員各位の積極的な発表申し込みを

期待しています． 
研究者人口がシュリンクする中で会員数を減らしている学会が多いと報道されていますが，本学会では会員数が

着実に微増傾向にあり，過日３千人を突破しました．この傾向を持続するためには何が必要か．本学会が会員各位

にとってより魅力的なものであり続け，さらに発展していくためには何をすべきか．この問題意識の下，本学会の

将来構想をまとめてもらうワーキンググループを理事会の承認を受けて時限的に設置し，来年 11 月をめどに答申

をまとめる作業を依頼しました．理事連続在任の８年ルールで退任した美馬のゆり前副会長のもと，若手中心にメ

ンバーを構成し，熱心に議論を重ねてもらっています． 
その結果は，過日の総会開催時に開かれた会員向けイベントでも紹介されましたが，将来構想WGの提言内容も

次の４つに具体化されました． 
１）完全２言語化 
２）人材育成・スキル認定機能の強化 
３）論文誌を（厳密に）定期刊行化 
４）データに基づく経営判断システムの構築 
本大会においても，会員各位との意見交換をするためのセッションが予定されています．将来構想WGの活動に

たいして，多くの会員の皆さんの積極的な参画を期待します． 
役員選挙の結果に基づき過日の総会で承認を受け，会長として２期目，最後の２年間が始まりました．残りの在

任期間での最大の挑戦は，学会の法人化にあると受け止めています．なるべく早い時点に構想をまとめ，会員各位

の意見を聴取しながら，無事に着陸することを目指していきます．学会員の皆さんに「法人化してよかったですね」

と言ってもらえるよう，益々のご参画とご協力をお願いします． 
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日本教育工学会 2019 年秋季全国大会 
大会Web サイト：https://www.jset.gr.jp/taikai35/

 
ご投稿いただきました講演論文を大会企画委員会にてプログラム編成いたしました．合計327件（キーノート

２件，シンポジウム２件，一般研究323件（ポスター発表 ※日英併記10件）が予定されています．他にも以下

にご案内する様々なセッション・イベントが開かれます．皆様のご参加をお待ちしております． 
 
１．開催期日・会場 
期日：2019年09月07日（土）～08日（日） （今年度から２日間開催となります） 
会場：名古屋国際会議場     〒456-0036 名古屋市熱田区熱田西町１番１号 
   https://www.nagoya-congress-center.jp/ 
     （会場までのアクセス：https://www.nagoya-congress-center.jp/access/） 
 
最寄り駅は，地下鉄名城線 西高蔵駅もしくは，地下鉄名港線 日比野駅です．自家用車でご来場し，名古屋国

際会議場内の駐車場に駐車した場合，700円／回かかります．また，駐車場が満車になることがございますので，

ご留意ください． 
 
２．大会日程 

09月07日（土） 09月08日（日） 
9:00～17:00 受付 
9:30～10:40  
一般研究発表１（ポスター発表） 
企画セッション１ 
10:50～12:00 
一般研究発表２（ポスター発表） 
企画セッション２ 
チュートリアル１（30分程度） 
12:00～13:00 
ランチセッション 
13:20～14:10  
全体会 
14:20～17:30  
キーノート 
シンポジウム 
18:00～  
懇親会 

8:45～16:00 受付 
9:00～10:10  
一般研究発表３（ポスター発表） 
企画セッション３ 
President Talk① 
10:20～11:30  
一般研究発表４（ポスター発表） 
企画セッション４ 
President Talk② 
11:30～12:30  
企画セッション５ 
12:30～13:40  
一般研究発表５（ポスター発表/日英併記） 
企画セッション６ 
チュートリアル２（30分程度） 
13:50～14:50  
キーノート 
15:00～16:30  
シンポジウム 

9:30～17:30  
企業展示 

9:30～13:50  
企業展示 
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３．全体会について 
07日（土）の全体会では，会長，大会実行委員長，AECT（Association for Educational Communications 

and Technology）の会長であるMartindale, Trey (President of AECT, Mississippi State University)，KSET
（The Korean Society for Educational Technology ）の会長であるCho, Eunsoon (President of KSET, Mokwon 
University)，CAET（China Association for Educational Technology）の代表者による挨拶があります．また，

名誉会員表彰，論文賞および研究奨励賞の表彰があります． 
 
４．キーノート，シンポジウムについて 

07日（土）の午後には，「デザイン研究をどう実際に行い，教育改善に生かすのか？」について，キーノート・

シンポジウムが開催されます．また，09月08（日）の午後には，「AI 時代に求められる教育工学の役割」につい

て，キーノート・シンポジウムが開催されます．詳細は大会Webサイトをご覧下さい． 
 
５．チュートリアルセッションについて  

07日（土）の午前には，本学会にはじめて参加する方のために本学会の活動内容について紹介するチュートリ

アルセッションが開催されます．また08日（日）の午後には，本学会論文誌における査読方針と査読の観点に関

するセッションも開催されます． 
 
６．President Talkについて 
大会２日目の午前に開催されるPresident Talkでは，海外の学協会関係者をお招きし，最新の研究動向や理

論，概念の紹介，各国における教育工学の重点課題や様々なテクノロジー等を利用した教育実践事例の共有が行

われます．グローバルなレベルでの今後の研究のあり方について議論する機会となります．ぜひご参加いただき

ますようお願いいたします． 
 

日時：2019年09月08日（日）9:00〜11:30 （President Talk ①②） 
内容：１．各国代表者より30分間の話題提供と10分間の質疑応答 

２．指定討論者による議題提示 
３．全体討論 

言語：英語（通訳はありません） 
登壇者： 
・Martindale, Trey (President of AECT, Mississippi State University) 
・Cho, Eunsoon (President of KSET, Mokwon University) 
・CAET代表者 ※現在調整中のため決定次第ご案内いたします． 
指定討論者：久保田 賢一（関西大学） 
司会：岩﨑 千晶（関西大学） 
 
※各登壇者の発表概要については，全国大会ウェブサイト「各セッション／プログラム」中のPresident Talk
にてご確認ください． 
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７．企画セッションについて 
１ 09月07日（土）9:30～10:30 企業セッション：小学校でのプログラミング授業実践例 

（キャンドルウィック株式会社） 
２ 09月07日（土）10:50～11:50 実行委員会によるワークショップ 

「質問作り（QFT）のワークショップ」 
３ 09月08日（日）9:00～10:00 企業セッション： 

研究発表ポスター・研究論文作成における 
Creative Cloudツールの活用について 
（アドビシステムズ 株式会社） 

４ 09月08日（日）10:20～11:20 名誉会員のお二人を囲んで今後の教育工学を考える 
５ 09月08日（日）11:30～12:30 JSETコミュニティ構築企画：教育工学者との出会い 
６ 09月08日（日）12:30～13:30 JSET Vision 2030：学会の将来構想公開討論会 

 
８．企業展示と企業ランチセッションについて 
本大会の運営にあたっては，展示出展企業から多大な援助をいただいております．大会期間中の07日（土），

08日（日）の２日間，会場内展示ブースにて企業展示を行いますので，是非，展示会場まで足をお運びいただけ

ますよう，お願い申し上げます． 
 
場所： 展示室211・212（２号館１階） 

 
また，企業ランチセッションが07日（土）の12:00から行われます．企業ブースへの出展企業から約３分程度

のプレゼンテーションをしていただきます．参加者には，先着150名分のランチ（お弁当）を無償提供いたしま

す． 
 
場所：白鳥ホール（４号館１階） 
発表：20社，１社３分(予定) 

  
９．懇親会について 
懇親会は下記のように開催します．当日申込も受け付けますので多数のご参加お待ちしています． 
 
日時：09月07日（土）18:00～20:00 
場所：名古屋国際会議場  カフェテリア「カスケード」（３号館地下１階） 
費用：当日 5,000円 （事前申込は終了しました） 

 
10．託児室の利用について 
事前申込制の託児室を開室します．予約どおりのご利用の場合には，利用料金は学会が全額負担いたします．

申し込まれた方は，事前に受付窓口であるピジョンハーツ株式会社からの確認メールで詳細をご確認下さい．な

お，託児の申し込みは08月20日（火）までです． 
 
11．事前参加登録，および講演論文集のみの購入について 

07月31日（水）以降は，当日払いの事前参加登録を受け付けます．事前参加登録を行った上でご来場いただ

くと，受付がスムーズになりますので，ご協力をお願いいたします．申し込みシステムには，大会Webサイトか

らアクセスしてください． 
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12．当日の受付 
①事前送金済みの場合 
・ 大会受付の「事前送金済参加者」窓口で，「参加登録番号」をご提示ください． 
・ 大会参加証（名札用），領収書，プログラム冊子，講演論文集（USBメモリ）等をお渡しします． 
・ 参加登録番号をお忘れになった方は，当日会場に掲示される「事前送金者リスト」で番号をご確認ください． 
・ 送金金額に不足があり，大会当日に差額をお支払いいただく場合は，「総合受付」でお受けします． 
②当日参加の場合 
・ 当日参加者は，大会受付にて，「当日参加受付票」に必要事項を記入して，それを大会受付の「当日参加者」

窓口にてお渡しください． 
・ ただし，事前参加登録を行った方は，「参加登録番号」をご提示ください．「当日参加受付票」に記入していた

だく必要がなくなります． 
・ 大会参加証（名札用），領収書，プログラム冊子，講演論文集等をお渡しします． 
・ 懇親会費を支払われた場合は，名札にマークを貼らせていただきます． 
③クローク 
・ クロークでお荷物をお預かりします． 

場所：白鳥ホール（４号館１階）受付近く 
時間：09月07日（土）は９時から18時，09月08日（日）は８時45分から17時まで 

 
13．発表者へのお願いと会場の設備 
発表時間は以下のとおりです．時間厳守でお願いいたします． 
[一般研究]  

＜ポスター発表＞ 各セッション70分（昨年のポスター発表より，10分短くなっています） 
ポスター発表の会場では，幅90cm・高さ210cm程度のポスター掲示用パネルを用意する予定です．発表用の

机や電源は用意されませんので，それを前提にした発表準備をお願いいたします．なお，一般研究発表（ポスタ

ー発表）のポスターは日本語と英語の併記で作成することもできるようになりました（従来通り日本語のみで作

成することもできます）． 
会場では，無線（Wi-Fi）によるインターネット接続環境が用意されます．大会受付にてお知らせしますので，

利用を希望される方はお申し出ください． 
 
14．問い合わせ先  
大会全般に関しては以下にお問い合わせください． 
大会企画委員会（秋大会）問い合わせ用電子メールアドレス： -  

 

 

大会企画委員会（秋大会）

委員長： 姫野完治（北海道教育大学） 
副委員長（五十音順，以下同様）：大久保昇（内田洋行），森田裕介（早稲田大学）  
委員：金子大輔（北星学園大学），小林由昭 （内田洋行），近藤秀樹（九州工業大学），坂本將暢（名古屋大学）， 

瀬戸崎典夫（長崎大学）， 伏木田稚子（首都大学東京），古田紫帆（大手前大学）， 渡邉文枝（東北大学） 
担当副会長：堀田龍也（東北大学） 
アドバイザ：鈴木克明（熊本大学 / 本学会会長），寺嶋浩介（大阪教育大学） 

大会実行委員会

委員長：大谷尚（名古屋大学） 
委員：今井亜湖（岐阜大学），梅田恭子（愛知教育大学），金子大輔（北星学園大学），亀井美穂子（椙山女学園大学）， 

坂本將暢（名古屋大学），柴田好章（名古屋大学），須曽野仁志（三重大学）， 
須田昂宏（名古屋文化学園保育専門学校），成田健之介（南山大学），長谷川元洋（金城学院大学）， 
益子典文（岐阜大学），村川弘城（日本福祉大学） 
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全国大会での コミュニティ構築企画「教育工学者との出会い」
 

■趣 旨： 
ここ10年間，本学会を取り巻く環境は大きく変化しております．特に，教育工学系の大学院コースは減少・縮

小していく傾向にあり，学部生や大学院生，現職教員，企業の方々を緩やかにつなげる共同体の形成や，相互に

学びあう場として，本学会が果たす役割は大きくなっています．そこで，本学会では，コミュニティ構築企画を

継続的に開催することになりました． 
初回として，07月末に愛媛大学で開催されたJSET研究会とあわせて，合宿形式での懇親会ならびにワークシ

ョップを開催しました．その第２弾として，秋季全国大会の期間中に，企画セッションの１つとして，JSETコミ

ュニティ構築企画「教育工学者との出会い」を開催いたします．BYOF（Bring Your Own Food）のランチョン

形式で行いますので，ランチをとりながら，現在進めている研究の方向性，あたためている研究シーズ（種）の

膨らませ方，研究費の獲得方法，そして，研究者としてのキャリア形成など，参加者の関心に応じて，小グルー

プでインフォーマルな意見交換ができればと思います． 
教育工学に興味をお持ちであれば，学部生，大学院生，初等・中等学校教員，企業人，研究員，高等教育機関

の研究者等を問いません．実践者や研究者と交流する場を求めている方，研究や進路に関する相談の機会を得た

い方，教育実践をしながら研究をしている方，是非ご参加いただき，教育工学研究者と交流しましょう！ 
 
■日 程：2019年09月08日（日）11:30～12:30 
 
■会 場：名古屋国際会議場 

※詳細の会議室名は，全国大会プログラムをご参照下さい． 
 
■参加費：無料（全国大会の参加登録をして下さい．） 
 
■参加資格：全国大会に参加登録をした方であれば，どなたでもご参加いただけます． 
 
■持ち物： ・昼食（食べ物と飲み物）を各自お持ち下さい． 

・全国大会の名札（ネームプレート）を着用して下さい． 
・そのほか，名刺があると交流が進みます． 

 
■申込み：事前申込は不要です．当日，会場へお越し下さい． 
 
■企画運営：JSET企画委員会 
 
■問合先：  
企画担当：村上正行（大阪大学），森田裕介（早稲田大学） 
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日本教育工学会シンポジウム 開催報告

• 日時：2019年06月29日（土） 
• 会場：東京工業大学 大岡山キャンパス 西９号館 デジタル多目的ホール 
 
１．午前の部（10:00〜11:45）ラウンドテーブル 
「JSET Vision 2030の提案に向けて」 

・ 進行役：美馬のゆり（公立はこだて未来大学） 
・ 話題提供：松田岳士（首都大学東京） 
・ 参加者：64名（オンライン参加者14名を含む） 

 
シンポジウム午前の部では，これからの社会の変革を見据え，日本教育工学会が取り組むべき課題について，

鈴木克明会長の諮問を受けて設立された将来構想ワーキングが４つの問題提起を行った．また，会場参加者なら

びにオンライン参加がそれぞれの提案について議論を行った．  
まず，日本教育工学会副会長の美馬のゆり氏（公立はこだて未来大学）から，本シンポジウムの趣旨と，将来

構想ワーキングが設立された経緯について説明がなされた．平成29年版高齢社会白書（内閣府）によれば，これ

からの10年間で人口減少社会が到来し，18歳人口は減少する．教育のデジタル化や ICT導入が進み，教育モデ

ルも大きく変化する．その結果，情報社会に対応できる教員の育成や，国際化など社会的ニーズに応える人材の

育成が求められる．このような状況の中，日本教育工学会は，社会に対してどのような貢献ができるのか，ま

た，新しい教育に対してどのような提言ができるのかが問われている．そこで，将来構想ワーキングでは，現在

の学会活動全体を俯瞰し，将来的に達成すべき目標と，その目標を達成するための重点事項を整理した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
続いて，将来構想ワーキングを代表して松田岳士（首都大学東京）から，学会を構成する要素である学会員，

研究成果，学会運営，経済基盤に関するデータに基づき，本学会が取り組むべき課題として(a) 完全二言語化，(b) 
スキルの資格ならびに資格の認定，(c) 論文誌の定期刊行化，(d) データに基づく経営判断システムの構築が提案

として示された． 
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(a) 完全二言語化を提案した理由は，国際化することによって学会員数が増加するからである．学会データを分

析した結果，学会加入数は毎年の人数はほぼ一定で，退会者数が減少しているため，結果的に学会員総数が増加

していることが明らかになった．今後，新規の加入者数が減少に転じれば，学会員数は減少していく．国際学会

への転換をはかり，論文誌，全国大会，研究会の作業・発表言語，ウェブサイト，News Letterなどをすべて英

日両言語化し，会員層の拡大，学会参加者の増加，国際共同研究の促進を行うことで会員数が増加する可能性は

高い．課題としては，コスト負担や海外での広報活動などが挙げられた． 
(b) 人材育成・スキル認定を提案した理由は，資格認定制度の確立によって学会法人化後の経済基盤安定化がは

かられ，国際通用性が向上するからである．現在，SIG-01によるファカルティデベロップメント（FD）研修

は，毎年50名程度の参加者がいる．学会は，ウェビナー（オンライン参加）を活用した人材育成プログラムの展

開によって個々の大学や民間企業が展開しにくい事業で社会貢献が可能であろう．課題としては，イベントの増

加・多様化による事務局の負担増加，著作物やLMSの管理，海外を含む広報体制の確立などが挙げられた． 
(c) 論文誌の定期刊行化を提案する理由は，投稿数の増加ならびにJ-Stageでのアクセス数向上に寄与するから

である．論文投稿数の分析結果から，投稿数のピークは毎年１月末から２月初めの特集号締め切り時，３月末か

ら４月初めのショートレター締め切り時であり，締め切りが設定されている号への投稿数が多いことが明らかに

なった．投稿期限と刊行時期を明示することによって投稿数増加と編集作業効率化が期待できる．また，投稿数

のピークを分散することによって，一部の会員に集中している査読負担を解消できる．課題としては，ボランテ

ィアによる査読システムの限界や査読者の育成などが挙げられた． 
(d) データに基づく経営判断システムの構築を提案する理由は，学会が所有するデータの一元管理システムを開

発し，会員からの意見収集システムを構築することによって，サービスマーケティングの手法を導入できるから

である．課題は，データ管理システムへの初期投資，経営者としての役員の負担大が挙げられた．学会法人化後

に，どの程度まで営利団体的にふるまうべきなのかコンセンサスを得ることも重要であろう． 
以上，松田によるデータ分析を踏まえた提案について，会場参加者はグループに分かれ，肯定的な意見と懐疑

的な意見をまとめた後，よりよい意見を提案するよう指示がなされた．オンライン参加者は，コーディネータの

元で同様の指示がなされ，議論を進めた．議論の結果は，全体で共有できるよう，オンラインで共通のスプレッ

ドシートにまとめ，代表者に口頭で発表していただいた．各グループの提案を以下に示す． 
 

(a) 完全二言語化：技術的な支援の充実や翻訳費用を投稿者の負担にする．テクノロジーを駆使する．国際会

議オンリーにするのは難しいので，英語のみまたは日本語のみに分ける．会議のターゲットを学生・研究

者向けなど明確にする．海外からの参加者を増やすため，学校見学を設定する．学生会員でボランティア

宣伝担当になった場合は会費免除にする． 
(b) 人材育成・スキル認定：参加費を徴収し，講師に謝金を支払う．学生向けに安価な参加費を設定する．学

会として，ある一定の力をつけた人には認定書を提供し，講演者として派遣できるようにする．事務作業

についてはNPOを設立して業務委託する．高等教育だけでなく，小・中・高等学校の教員を対象にした資

格を制定する． 
(c) 論文誌の定期刊行化：原則，期間を無くして順次オンライン採録する．重点的に募集するテーマ（例えば

SIG）を設定し，時期を決める． 
(d) データに基づく経営判断システムの構築：データを一元化した学会運営システムを構築する．学会運営に

関心・意欲がある人材がわかるようにする．研修制度を充実する．会員ができることを把握し，企業など

と連携してプロジェクトなどを運営する．ボランティアで行う学会運営には限界があるため，法人化を機

会に組織体制を整える．社会人や育児中の学会員を考慮し，セミナーやシンポジウム等にオンラインで参

加できる機会を増やす． 
 
以上を踏まえ，JSET Vision 2030の提案に向けた今後の学会の取り組みに関して，学会のビジョンは将来構想

ワーキングのメンバーだけで提案するものではなく，多くの学会員からのパブリックコメントを収集しながら多
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くの学会員とともに創っていくことが望ましい，と美馬が総括した．また，本学会のシンポジウムでは，初めて

オンライン配信ならびに議論を導入し，参加者から好評を得た．今後も引き続き活用していくことを期待したい

と締めくくった．次回は，JSET秋大会09月08日（日）12:30-13:30に将来構想ワーキング企画としてセッショ

ンを開催する予定である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．午後の部（14:00〜16:00）シンポジウム 
「SDGs時代の教育工学：すべての子どもたちに授業を提供するために」 
・ 趣旨説明：今井 亜湖（岐阜大学） 
・ 基調講演：俵 幸嗣（文部科学省初等中等教育局特別支援教育課） 
・ パネルディスカッション登壇者： 

別府 哲（岐阜大学），福本 徹（国立教育政策研究所） 
若林 秀樹(宇都宮大学)，今井 亜湖（岐阜大学） 

・ 参加者：60名 
  
シンポジウム午後の部では，昨年に引き続き，国連が提唱した「SDGs（持続可能な開発目標：Sustainable 

Development Goals）」の中から，本学会に関わりのある目標である「４. 質の高い教育をみんなに」を選択し，

「SDGs時代の教育工学：すべての子どもたちに授業を提供するために」というテーマで，学習や生活の面で特別

な教育的支援を必要とする児童生徒や，外国人就業者数の増加に伴い，増えつつある外国にルーツを持つ日本語

指導が必要な児童生徒が，通常の学級で学ぶためにはどのような教育支援が必要なのか，そして教育工学はどの

ような貢献ができるのかを議論した． 
今井亜湖（岐阜大学）が趣旨説明を行った後，まず，俵幸嗣（文部科学省初等中等教育局特別支援教育課）

が，「特別支援教育に関する文部科学省の取り組み」について基調講演を行った．特別支援教育の全体像や学校で

の取り組み，日本語指導を必要とする子どもへの支援について，制度の観点を中心に話題を提供した．次に，４

名の登壇者が各々の立場から，通常学級において学習に困りを抱えている子，日本語指導を必要とする子への教

育支援について，事例を踏まえて情報提供を行った．各登壇者の論点は次の通りであった． 
別府哲（岐阜大学）は，通常学級において学習に困りを抱えている子への教育支援について，発達心理学の視点

から話題を提供した．発達障害の子どもたちは，物事の捉え方や感じ方にズレがあり，このズレが本人や周りに

困り感を引き起こしている．個別最適化した学習環境を作るには，このズレを大人が理解することが重要である

と述べ，「環境」・「補助具」・「分析」・「好きな世界を知る」の４観点からどのように支援したらよいのか，具体的

な事例を紹介しながら説明を行った． 
福本徹（国立教育政策研究所）は，通常学級において学習に困りを抱えている子への教育支援について，教育

工学の視点から話題を提供した．学習科学に基づいた三原則をめぐって構造化された指導のフレームワークであ
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る「学びのユニバーサルデザイン」と，発達障害の可能性のある子や学力の劣りがちな子を含めて，すべての子

が楽しく学び合い「わかる・できる」授業づくりである「授業のユニバーサルデザイン」について紹介した．ま

た，授業づくりに向けて，一人ひとりの認知特性を把握し，学習のねらいと照らし合わせ，学習内容を設計する

ことが求められると述べた． 
若林秀樹（宇都宮大学）は，通常学級において日本語指導を必要とする子への教育支援について，教育現場の

視点から話題を提供した．日本語指導が必要な児童生徒について，事例を踏まえて現状を紹介し，日本語指導が

必要な児童生徒の散在化が進む中で，全教員が関われる学校作りが必要であると述べた． 
今井亜湖（岐阜大学）は，通常学級において日本語指導を必要とする子への教育支援について，教育工学の視

点から話題を提供した．現状と課題を紹介し，教育支援として，「インターネットを利用できる学習環境整備，学

習用語の視覚化教材データベース構築」と「教科教育の教員養成課程における外国人児童生徒教育に関係する授

業の実施」を提案した． 
 

 
以上４名の登壇者の話題提供を踏まえ，「困りを持っている学習者が在籍している通常学級の担当教員は何を学

んでいる必要があるのか」をテーマにパネルディスカッションを行った．若林は，外国人の子どもに限定せず，

様々な子どもたちがいることを前提に，すべての子どもに伝わる「やさしい」・「わかりやすい」日本語を使える

ように学ぶことが必要であると述べた．福本は，教えることよりも学ぶことを中心に見据えていく必要があるこ

とに言及し，マルチチャンネルでの伝授や指示が重要になると述べた．また，困った時に，調べる，相談するこ

とのできる力を養うことが必要であると述べた．別府氏は，発達を捉えることと，一緒に楽しむことが重要であ

ると述べた．俵は，一括りにできない子どもたちの支援として，どういう専門性を学ぶことが必要か検討するこ

とは，文部科学省をしても今後の課題であると述べた． 
これらの議論を踏まえ，様々な研究分野が横断している教育工学において，様々な立場から考える機会を提供

していくことが肝要であると本シンポジウムが締めくくられた． 
 

報告：森田裕介（早稲田大学） 
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年度 第１回 コミュニティ構築企画 開催報告

コミュニティ構築企画は，「教育工学研究者とのエンカウンター」をテーマに，07月27日（土）に愛媛

大学で開催されたJSET研究会の終了後に行われた情報交換会（懇親会）ならびに07月28日（日）に開催

された研究ワークショップを開催した． 
情報交換会は，奥道後温泉「壱湯の守」にある築40年の茅葺き合掌造りの「竹寿庵」で開催された．参加

者は，学会員とその家族，学生会員，非会員（海外大学に勤務する大学教員，教育工学を志す学生，現職教

員，大学職員），合計21名であった．初参加の方は，本企画があったため，とても参加しやすかったと感想

を述べた．また，夏休み中の家族といっしょに参加できるため，楽しみにしていたという方もいた．情報交

換会では，自己紹介を中心に，それぞれが抱えている問題意識を共有したり，日本教育工学会がどのような

学会なのかを様々な視点から説明したりしながら交流を深めた．奥道後の和空間での懇親会から，新しい研

究が生まれるかもしれないと予感できる場であった．  
研究ワークショップでは，学生，教諭，研究者らが集まり，教育工学における研究方法論等を共通認識し

た後，それぞれのグループに分かれて，研究上での困りごとや，研究者・教育者としての進路，キャリアア

ップの相談等について議論をおこなった．このような相談会は，個人の持つ人脈の中でしか行うことができ

なかったが，今回，学会の企画として実現できた意義は大きい．学会に所属する利点として，論文発表や研

究情報の共有のほかに，やはり「人のつながり」があり，それは「費用」に換算できない価値があると改め

て実感できる場であった．ファリシテータを務めた企画委員にとっても，院生や若手教員の高いモチベーシ

ョンや熱意を直に感じることで，研究者を目指していた初心や志を思い出すことができたことは，大きな収

穫であった． 
今回のコミュニティ構築企画は，小さな子どもを含む家族での参加を促したことも特徴的であった．これ

まで，学会の活動や研究会への参加は，家族サービスを犠牲にすることが多かったが，家族の理解がなけれ

ば研究もままならない．今回は，家族にとってもどういった人々とどのような仕事をしているのかを知る良

き機会になったと感じた．今後も，研究を通してゆるやかにコミュニティを形成していく場を企画していき

たい． 

報告：竹岡篤永（明石工業高等専門学校），豊田充崇（和歌山大学），森田裕介（早稲田大学）
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年度 第 回日中教育工学フォーラム開催

月 日（土）～ 日（海の日）中国 寧夏大学（最寄り空港／銀川空港） 
 
日中教育工学フォーラムは，西安の西，寧夏大学にて開催されました．中国全土から

現場教員，大学院生たち約300 名が参加しました．日本からは，鈴木会長，山西前会長

と情報教育を推進する各SIGからの選抜メンバーが分科会で発表しました． 
２年に一度，日本，中国交互に開催しており，日中の研究者が知見を共有し，連携を取

りながら東アジアにおける教育工学の在り方を論議する会議です． 
 

１ 分科会での発表者 
中国側の発表も現場でのSTEAMの授業実践について報告され，熱心な討論が展開され

ました． 
 
２ 基調講演 
日本教育工学会を代表して，鈴木会長より，Society5.0 を迎えようとし

ている日本の現状と，デジタル・ネイティブ，デジタル・イミグラントの

混在する，過渡期の K-12 の課題について講演が行われました．また日本

の新指導要領の方向が紹介され，大きな関心を呼んでいました． 
 

 
3 垣間見た中国らしさ 
大会終了後わずかの時間を使って，大学近くの市場に出かけました．

野菜売りの商店，あるいは肉屋はすべて WeChat の支払いで，現金を

使う「不便さ」を感じました．日本人にはこのシステムは現地の銀行口

座がないため使えません． 
ホテルで買い物をしても，細かいお釣りを用意するのでしばらく待

ってくれと，WeChatを持たない私たちは，大変困りました． 
 
 
 

教育の情報化の推進 下郡啓夫   函館工業高等専門学校 
 稲垣忠     東北学院大学 

メディア・リテラシーメディア教育 宇治橋祐之  NHK放送文化研究所 

 佐藤和紀   常葉大学 
STEM 森田裕介    早稲田大学  

 瀬戸崎典夫   長崎大学  

小学校プログラミング教育  山西潤一    富山大学 

 森秀樹   東京工業大学 

 太田剛     千葉県立袖ケ浦高等学校 

英語セッション座長 久保田賢一，影戸誠 関西大学，日本福祉大学 

英語セッション 胡啓慧 東京学芸大学大学院 
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４ 超安全な横断歩道 
監視カメラが，常に市民の安全を守っており，至る所に設置されていました．どんなに早朝であっても，すべて

の車が，たとえ横断者がいなくとも，横断歩道ではきちっと停止線で車を止め，「モラル」の高さが至る所で見受け

られました． 
私たちの乗ったマイクロバスにも，カメラが搭載されており，動画，音声が衛星「北斗」を通して公安局に送ら

れ，安全で快適な市内文化交流となりました． 
 

報告：影戸誠（日本福祉大学） 
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日本教育工学研究会
研究会の発表募集 テーマ：教育方法・授業改善／一般

●日 時：2019年10月19日（土） 
●申込締切：申込みは終了しました 

●会 場：甲南大学 岡本キャンパス（担当：千葉美保子） 
●原稿提出：2019年09月17日（火） 時 

●募集内容： 
近年，急激な社会の変化のなかで，教育現場では学習者の主体性を引き出し，学びの質を高めるための多様な取り組

みが行われています．学習の質を高めるための教育方法やその改善・開発に関する議論は，初等中等教育のみならず，

高等教育においても，教授主体から学習者主体への転換が推奨されて以降一層の高まりを見せ，アクティブラーニング

を主軸に多種多様なアプローチからの授業改善やその効果測定・評価が議論されてきました． 
これらの状況を背景に，本研究会では初等中等教育，高等教育における教育方法・授業改善に関する研究報告を広く

募集し，それぞれの教育現場での知見を共有する場を設けたいと考えています．また，従来どおり，教育工学一般に関

する発表も募集します． 
研究会の発表募集 テーマ：情報モラル教育の実践／一般

●日 時：2019年12月14日（土） 
●申込締切：2019年10月15日（火）17時 

●会 場：東洋英和女学院大学（担当：酒井郷平） 
●原稿提出：2019年11月11日（月） 時 

●募集内容： 
近年，スマートフォンやタブレットPCの普及に伴い，子どもた

ちの SNS に関するトラブルやネット依存など様々な問題が報告

されています。そこで，これらの問題に対処するため，子どもたち

への情報モラル教育の必要性が指摘されています． 
また，学校教育においてもプログラミング教育の充実や情報活

用能力の育成が目指されており，これらの資質能力とあわせた形

で情報モラルの醸成を目指していくことは重要であると考えられ

ます．しかしながら，現状の学校現場における情報モラル教育の実

践について，十分な知見が蓄積されているとはいえず，様々な課題

が残されています． 
このような状況を背景に，本研究会では情報モラル教育の実践に

関する研究報告を募集します．また，従来どおり，教育工学一般に

関する発表も募集します． 

●締切日時は“平日 時”です．ご注意ください． 
●原稿執筆：締切後１週間以内に，申込時に登録さ

れたメールアドレス宛てに発表の採択結果と執筆

要項をお送り致します． 
●原稿提出： 原稿の提出は PDF 形式で，研究会

Web ページの「発表申込フォーム」より，発表申

込時に発行された「受付キー」を使用してご登録く

ださい．なお，期限までにご提出いただけない場合

は，自動的に発表取消となりますのでご注意くだ

さい． 

年間予約購読のお勧め

●年間購読：研究会報告集の年間予約購読価格は郵送料込みで3,000円です（当日売りは1冊1,000円 
と割高になります）．研究会の受付でも年間講読を受け付けております． 

研究会の開催報告 テーマ：高等教育における FD・SD・IR・学修支援/一般   
●日 時：2019年07月27日 
●発表件数：29件 

●会 場：愛媛大学 
●参加者数：59名（内非会員 13名） 

今回の研究会では，「高等教育におけるFD・SD・IR・学修支援」をメインテ

ーマに実施し，一般発表と合わせて 29 件の発表がありました．研究会では，３

会場で発表者への質問やアドバイスなどが多数あり，活発な議論が交わされてお

りました． 
また，日本教育工学会企画委員会とのコラボにより，コミュニティ構築企画が 

「教育工学研究者とのエンカウンター」をテーマとして同時開催されました．懇 
親会も含め，さまざまな立場の方が，研究の進め方や進路，学会活動などについ 
て発言され，有意義な議論が行われました． 
積極的にご参加いただきましたみなさまに深くお礼を申し上げます．ありがと

うございました．                                              
担当：仲道雅輝（愛媛大学） 
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日本教育工学会論文誌 特集号 論文募集（第二報）
「特集： 教育」 

STEM教育は，既存の教科・領域の枠組みを超えて科学（Science），技術（Technology），工学（Engineering），
数学（Mathematics）を横断的かつ探究的に学ぶ新しい学びのフレームワークです．芸術（Art）を加えて，STEAM
教育と呼ばれることもあります．日本では，科学教育，技術教育，数学教育，情報教育（プログラミング教育を含

む）や，芸術教育などの研究領域と関連があり，近年，実践的な取り組みも行われるようになってきました．本学

会においても，「STEM/STEAM 教育」に関する実践的な研究の知見を蓄積し，国内外に広く示していくことが求

められています．皆様の研究の成果をご投稿下さいますよう，よろしくお願い申し上げます． 
 

１．対象分野 
下記に，本特集号で募集する論文テーマについて例示します．フォーマル，インフォーマルを問わず，様々な分

野で行われているSTEM/STEAM教育の設計・実践・評価に関する研究を広く募集いたします． 
(１) 幼児教育，初等中等教育，高等教育における設計・実践・評価 
(２) 教員養成や人材育成における設計・実践・評価 
(３) NPO活動，企業や組織の研修，生涯学習などの設計・実践・評価 
(４) 実社会に関連した問題解決的な学びに関する設計・実践・評価 
(５) 芸術活動とSTEMが融合した学びに関する設計・実践・評価 
(６) 学習支援システムやツールなどの開発・評価 
 
２．募集論文の種類 
通常の論文誌と同様に，「論文」「システム開発論文」「教育実践研究論文」「資料」「寄書」を募集します．それぞ

れの論文種別については，投稿規定をご覧下さい．論文の査読は，通常の論文誌の場合と同じです．ただし，査読

は２回限りとし，編集委員会が示した掲載の条件を修正原稿で満たさない場合は採録になりません．「ショートレタ

ー」として既に掲載されている内容を発展させて「論文」として投稿することも可能ですが，単に分量を増やして

詳細に説明しただけでは発展させたことになりませんのでご注意下さい．なお，本特集号へ投稿された論文が特集

号編集委員会にて対象分野外と判断された場合には，一般論文として扱うことになります．あらかじめご了承下さい． 
 
３．論文投稿締切日（2020 年 11 月発行予定） 
論文投稿の締切は 2020 年の02月初旬となる予定です．詳しい締切日などは，次回のNews Letterや学会Web

サイトで告知します． 
 
４．論文投稿の仕方 
原稿は，「執筆の手引」（http://www.jset.gr.jp/thesis/index.html）に従って執筆し，学会ホームページの会員専用 

Web サイトから電子投稿して下さい．郵送による投稿は受け付けておりません． 
 
５．問い合せ先 
日本教育工学会事務局 TEL：03-5549-2263 
FAX：03-5575-5366 
Email:  
 
６．特集号編集委員会 
特集号編集委員長 森田裕介（早稲田大学） 
特集号副編集委員長  舟生日出男（創価大学） 
特集号幹事 北澤武（東京学芸大学），瀬戸崎典夫（長崎大学） 
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高等教育・ インストラクショナルデザイン 企画

『大学教員のためのＦＤ研修会（ワークショップ）』開催案内（第２報）

 
この研修会は，日本教育工学会がこれまでの知見を活用し，大学教育の授業改善や教員の授業力向上へ寄与しよ

うと，2008年度から実施されているものです．大学教員や大学教員を目指す学生などを対象としています．本研修

会の修了要件を満たした方には学会より認定書を発行し，本研修を修了したことを証明します．本年度の研修内容

は，2011 年度から好評である内容を踏襲し，「大学授業デザインの方法－１コマの授業からシラバスまで－」をテ

ーマに開催いたします．また，昨年度までのFD研修会修了者向けのファシリテーター研修，認定ファシリテータ

ー向けの添削者研修も併せて実施する予定です． 
例年，３月に東京で実施していたものを，今年度は 12 月に関西で実施することとしました．ぜひ奮ってご参加

下さい． 
 
・テーマ：「大学授業デザインの方法－１コマの授業からシラバスまで－」 
・内容：参加者それぞれが授業実践事例を持ち寄り，ワークショップ形式で行います．授業のデザインに関する問

題意識の明確化，授業のデザインに関する情報・課題の共有などから議論を始め，「何を誰に教えようとしているの

か」，「どんな方法で教えるのか」，「続けたい点・変えたい点は何か」などをグループで議論しながら授業の改善案

を考えていきます．2011年度から好評の内容を踏襲し,今回も事前学習用コンテンツを用意し，e-ラーニングと対面

研修の組み合わせにより行うことで，当日の活動を,ご要望が多かった，参加度を高めた構成（反転研修）にします． 
・申込み：https://www.jset.gr.jp/work/work191208.html 
 
■ FD研修 
日時  ：2019年12月08日（日）13:00～17:45 
会場  ：関西大学千里山キャンパス（お申込み後,詳細をご案内します.） 

（阪急北千里線「関大前」駅下車） 
定員  ：30名（申し込み着順で，定員になり次第，締め切ります．） 
参加費：2,000円（学会員），3,000円（学会員以外） 
認定書：研修会終了後に最終レポートを提出し，合格した修了生には，日本教育工学会から認定書が授与されます． 
 
○準備物：高等教育機関において授業実践を行っている参加者は，自分の授業のシラバス，授業資料（スライド，

プリント，板書ノートなど）など，授業に関する資料６部を持参して下さい．学生等で未だ高等教育機関において

授業実践を行っていない，もしくは今後実施する予定の参加者は，実施することを想定した授業デザインに関する

資料６部を持参して下さい． 
○事前課題：開催の約１か月前に連絡いたします． 
○情報交換会：セミナー終了後，２時間程度の情報交換会を予定しております（会費：一律3,000円）． 
参加者のみなさま同士や登壇者との有意義な情報交換やFDセミナーへのご意見・ご要望などをお聞かせいただ

く場としてご活用いただければと考えております． 
 
■ ファシリテーター研修 
日時  ：2019年12月08日（日） 

9:30～12:00（ファシリテーター研修）と13:00～17:45（上記のFD研修）の両方にご参加いただきます． 
会場  ：関西大学千里山キャンパス（FD研修会と同会場を予定しています.） 
定員  ：８名（申し込み着順で，定員になり次第，締め切ります．） 
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参加費：2,000円 
参加条件（下記4つをすべて満たすこと）： 

１) 日本教育工学会の会員であること 
２) 過去にFD研修を受講し認定証が授与されていること 
３) ファシリテーター研修への参加（12月08日午前），ファシリテーター候補者としてFD研修への参加（12

月08日午後）が可能であること 
４) ファシリテーター研修の事前課題・最終レポートを提出する意思があること 

 
○事前課題：開催の約１か月前に連絡いたします． 
○情報交換会：セミナー終了後，FD研修受講者の皆様との2時間程度の情報交換会を予定しております 

（会費：一律3,000円）． 
 
■ 添削者研修 
定員：８名（申し込み着順で，定員になり次第，締め切ります．） 
参加費：2,000円 
参加条件（下記3つをすべて満たすこと）： 
1) 日本教育工学会の会員であること 
2) 過去にFD研修・ファシリテーター研修を受講し認定ファシリテーター証が授与されていること 
3) 添削者研修の事前課題・最終レポートを提出する意思があること 
 
○事前課題：FD研修会開催の約1か月前に連絡いたします． 
○情報交換会：セミナー終了後，FD・ファシリテーター研修受講者の皆様との2時間程度の情報交換会を予定して

おります（会費：一律3,000円）． 
 
■ 企画者等 
企画：SIG-01（高等教育・FD），SIG-07（インストラクショナルデザイン） 
コーディネータ： 
【SIG01】岩﨑千晶（関西大学）・遠海友紀（東北学院大学）・勝又あずさ（関西学院大学）・根本淳子（明治学院大

学）・ 松河秀哉（東北大学）・村上正行（大阪大学）・森幹彦（法政大学）・渡辺雄貴（東京理科大学） 
【SIG07】市川尚（岩手県立大学）・甲斐晶子（熊本大学）・柴田喜幸（産業医科大学）・杉浦真由美（札幌医科大学）・

高橋暁子（徳島大学）・渡邉文枝（東北大学） 
監修：鈴木克明（熊本大学・日本教育工学会会長） 
幹事：千葉美保子（甲南大学），岩﨑千晶（関西大学） 
 
◆【お問合せ先】千葉美保子 E-mail: fd-  
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SIG-06では，コアメンバーを中心に，（おそらく本邦初となる）学習科学や協調学

習に関する入門テキスト『主体的・対話的で深い学びに導く 学習科学ガイドブック』

（大島純・千代西尾祐司（編））を執筆し，北大路書房より9月上旬に刊行することに

なりました．大学生や現職の先生方，職場学習に携わられる皆さまに，教授学習の場

を改善する上で役立つ学習科学の代表的な知見を，できる限り平易な文章で，1トピッ

クあたり3〜5ページの読み切りでまとめています．『学習科学ハンドブック第二版』

三部作（北大路書房 刊）は大学院生以上向けの少し難しめの内容ですが，この内容で

あれば他のSIGに参加されている皆様にもご活用いただけるのではないかと思ってお

ります．教育工学・学習科学の発展の礎として，ぜひ一度お手にとっていただければ

幸いです． 
なお，出版元の北大路書房が，秋の全国大会にも企業展示で販売を致しますので，

秋大会にご参加予定の皆様は，是非いらして下さい． 
 
《書誌情報》大島純・千代西尾祐司（編）『主体的・対話的で深い学びに導く学習科学ガイドブック』北大路書房. ISBN 
978-4-7628-3080-8 
＜本書で扱っているトピック＞  

スキーマとメンタルモデル／誤概念と概念変化／モデルベース学習／転移／外化／自己説明／構成主義と構築主義／コ

ラボレーション／学習共同体／動機づけ／メタ認知／自己調整学習／協調学習の調整／学びに関する素朴理論／協調問

題解決／知識統合／未来の学習のための準備(PFL)／生産的失敗(Productive Failure)／動機づけの授業デザイン／ラー

ニング・プログレッションズ／マルチメディア学習／複雑系／知識構築／議論／分散認知と分業／シミュレーション／探

究学習／社会数学的規範／真正な学習／深い学びを捉える ICAP フレームワーク／社会共有的調整学習／リフレクショ

ン／足場かけ／深い学びの評価／学習分析学（ラーニングアナリティクス）／授業研究／デザイン研究／デザイン実施研

究／活動理論  
 

参加登録・新規 申請についてのお知らせ
 
・SIGへの参加の仕方 

SIGに参加するためには，学会ホームページの「会員専用ページ」にログインし，メニューにある「SIG参加申請」

を選んで，参加をチェックすると，SIGのメーリングリストに登録されます．メーリングリストでは，SIGの活動につ

いての広報，会員同士の情報共有などができます．また，複数のSIGに参加することもできます．ぜひ，ご登録いただ

きますよう，よろしくお願い致します． 
 
・SIGの新規申請の方法・条件 
新しい申請条件を策定中です．年内に案内予定です． 

 
 
  

協調学習・学習科学

『主体的・対話的で深い学びに導く 学習科学ガイドブック』
発行のお知らせ 

Japan Society for Educational Technology
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日本教育工学会第 回通常総会 議事録
 
日時：2019年06月29日（土）12:00～12:40 
会場：東京工業大学 大岡山キャンパス 西９号館 デジタル多目的ホール 
 
議事 
議事に先立ち，鈴木会長より，2018年度の挨拶があった．鈴木会長が議長となり，議事を進行した． 

 
１．総会の成立について 
出席者について報告があり，正会員2,294名中，会場出席者46名，委任状649通により，定款第47条「総

会は，正会員総数の10分の１以上出席しなければ，その議事を開き，議決することができない．（以下略）」に

照らし，総会が成立していることの報告があった． 
 
２．第1号議案「2018年度（2018年04月01日（日）～2019年03月31日（日））事業報告及び収支決算承

認の件」 
室田理事より，日本教育工学会ニューズレターNo.235のpp.3-8の「2018年度事業報告及び収支決算」に関

する議案資料に基づき説明があった．引き続き，山西監事より「04月23日に会計監査を実施し，適正かつ正

確に処理されていることを確認した」との監査報告があり，全会一致でこれを承認した． 
 
３．第２号議案「2019年度（2019年04月01日（月）～2020年03月31日（火））事業計画案及び収支予算

案承認の件」 
室田理事より，日本教育工学会ニューズレターNo.235のpp.9-14の「2019年度事業計画案及び収支予算案」

に関する議案資料および別紙正誤表に基づき説明があり，全会一致でこれを承認した． 
 
４．第３号議案 会長，理事，監事，評議員の選任 
室田理事より，日本教育工学会ニューズレターNo.235のp.15の「会長，理事，監事，評議員の選任」に関

する説明があり，全会一致でこれを承認した． 
 
５．第４号議案 名誉会員候補者の推薦について 
鈴木会長より，日本教育工学会ニューズレターNo.235のp.16の「名誉会員候補者の推薦について」に関す

る説明があり，全会一致でこれを承認した．赤堀名誉会員より，挨拶がなされた． 
 
６．第５号議案 定款改訂の件 
益子理事より，日本教育工学会ニューズレターNo.235のp.16の「定款改訂の件」に関する説明があり，全

会一致でこれを承認した． 
 
７．その他 
鈴木会長より，2019年度に向けての挨拶があった．新体制の下，全国大会２回化の成功に向けた取り組み，

法人化に向けた取り組み，将来構想WGで会員の意向を取り入れることについて発言がなされた． 
 

以上 
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日本教育工学会 第 期第 回 第 期第 回理事・評議員会

（合同）議事録
 
日時：2019年06月29日（土）12:45-13:55 
場所：東京工業大学 大岡山キャンパス コラボレーションルーム 
 
＜第17期＞ 
出席：理事 鈴木 克明 会長，加藤 浩 副会長，美馬 のゆり 副会長，赤倉 貴子，小柳 和喜雄，影戸 誠， 

木原 俊行，久保田 賢一，寺嶋 浩介，永田 智子，根本 淳子，姫野 完治，益子 典文，光原 弘幸，

村上 正行，室田 真男，森田 裕介，山内 祐平，山田 政寛  
評議員 北澤 武，岸 磨貴子，重田 勝介，瀬戸崎 典夫，松田 岳士，渡辺 雄貴          
監事 赤堀 侃司，山西 潤一 (合計 27名) 

＜第18期＞ 
出席：理事 鈴木 克明 会長，赤倉 貴子，岩崎 千晶，小柳 和喜雄，北澤 武，木原 俊行，寺嶋 浩介， 

永田 智子，根本 淳子，姫野 完治，益子 典文，松河 秀哉，室田 真男，村上 正行，森田 裕介，

山内 祐平，山田 政寛 
評議員 池尻 良平，江木 啓訓，大浦 弘樹，大山 牧子，影戸 誠，加藤 浩，岸 磨貴子，重田 勝介， 

瀬戸崎 典夫，時任 隼平，渡辺 雄貴 
監事 山西 潤一   (合計 29名) 

 
１．前回の理事会議事録の承認について 
第17期第16回理事会議事録について原案が提示され，承認した． 

 
２．新入会員の承認について 
会員の移動状況について報告があり，承認した．2019年06月29日現在の総会員数は，3,126名となった． 

 
３．各種委員会から 
（1） SIG委員会 
SIG-11の継続が承認された． 

 
４．総務・会計 
回覧資料を確認した． 

 
５．今後の学会運営について 
出席者より，今後の学会運営について発言がなされた． 
 
６．その他 
（1）回覧資料を確認した． 
（2）郵便物を確認した． 
（3）今後の理事会日程を確認した． 

Japan Society for Educational Technology
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日本教育工学会第 期第 回理事会議事録

日時：2019年07月20日（土）14:40-17:00 
場所：JAPET&CEC 会議室 
出席：理事 鈴木 克明 会長，赤倉 貴子 副会長，堀田 龍也 副会長，山内 祐平 副会長，室田 真男 事務局長，

大久保 昇，木原 俊行，高橋 純，寺嶋 浩介，永田 智子，根本 淳子， 
姫野 完治，益子 典文，松河 秀哉，村上 正行，山田 政寛 

監事 吉崎 静夫  
 (合計 17名) 

1．前回の理事評議員会・総会議事録の承認について 
第18期第１回理事・評議員会議事録，第35回通常総会議事録について原案が提示され，承認した． 

 
2．新入会員の承認について 
会員の移動状況について報告があり，承認した．2019年07月20日現在の総会員数は3,138名となった． 

 
3．各種委員会から 

(1) 編集委員会 
新委員会体制の提案があり，承認した．論文誌編集進捗状況，合同英文誌 ITEL 準備委員会の進捗状況

について報告があった．  
(2) 研究会委員会 

研究会の開催報告と今後の予定が提示され，承認した．  
(3) 企画委員会  

コミュニティ構築企画について進捗状況の説明があった．新委員会体制について提案があり，承認した． 
(4) 大会企画委員会-秋 

全国大会の進捗状況について報告があった．秋大会の開催地として，札幌，東京，愛知，大阪，福岡に加

えて仙台を加えることが提案され，承認した． 
(5) 大会企画委員会-春 

新委員会体制の提案があり，承認した．2020年春大会に向けてのスケジュール，2021年春大会校が提案

され，承認した． 
(6) 顕彰委員会 

論文賞と研究奨励賞の審査過程と結果が示された． 
(7) 国際交流  

AECT派遣者の選定にあたって，若手研究者向けアンケート調査を行いたい旨の提案があり，承認した． 
(8) 広報委員会  

ニューズレター237号，238号の台割案が示され，承認した． 
(9) SIG委員会  

2018年度のSIG活動報告および2019年度SIG活動計画について説明があり，承認した．  
 

4．総務・会計 
新委員会体制の提案があり，承認した．法人化スケジュール案が示され，提案通りのスケジュールで司法書士と

話し合いを進めることについて承認した． 
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5．その他 
(１) 協賛依頼 以下の協賛を承認した． 

「教育システム情報学会第44回全国大会」協賛申請 
「第19回日本情報オリンピック」「日本情報オリンピックジュニア大会」後援名義使用申請 
シンポジウム「モバイル’20」協賛依頼 

(２) 郵送物を確認した． 
(３) 今後の理事会日程を確認した．  

Japan Society for Educational Technology
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新入会員（ 年 月 日～ 年 月 日）
入会申込者 名（正会員： 名，准会員：４名，学生会員： 名）

 
■正会員（40名） 
佐藤牧子(目白大学) 
高城秀之(香川高等専門学校) 
青井玲江(ワークステーション) 
岡崎昭仁(神奈川工科大学) 
大槻英之(日野自動車（株）) 
石井雅章(神田外語大学) 
高丸理香(鹿児島大学) 
酒井一樹(長岡工業高等専門学校) 
徳永弘子(東京電機大学) 
加納徹(東京理科大学) 
佐々木亮(浜松市立中郡小学校) 
阪本重隆(CAD製図専門学校) 
内田陽三(山陽小野田市立山口  

東京理科大学) 
田中省作(立命館大学) 
増山純二(長崎みなとメディカル 

センター) 
藤川希美(ホットヨガLAVA) 
矢野孝一(神戸情報大学院大学) 
金森千春(芝浦工業大学) 
大黒章子(明海大学) 
戸田貴子(早稲田大学) 
櫻田裕美子(宮崎産業経営大学) 
水本武志(ハイラブル株式会社) 
松尾美香(岡山理科大学) 
飯倉充美(帝京科学大学) 
蛯名正司(会津大学) 
有澤和代(東京大学) 
宮崎敏明(登米市立北方小学校) 
笠松由利(大手前大学) 
北別府孝輔(倉敷中央病院) 
西尾宗高(杏林大学医学部付属  

病院) 
小椋賢治(石川県立大学) 
竹田英司(長崎県立大学) 
鈴木和也(九州情報大学) 
川崎浩司(仙台高等専門学校) 
伊藤公浩(釧路地方気象台) 
石井僚(奈良教育大学) 

勝沼慎也(北海道札幌白陵高等学

校) 
江端弘樹(帝京大学) 
松井きょう子(京都外国語大学) 
伊藤秀明(筑波大学) 
 
■准会員（４名） 
屋代佐知子(那珂川町立馬頭 

中学校) 
今井修(有限会社ジー・リサーチ) 
神澤克徳(京都工芸繊維大学) 
二宮徳次郎(京都府立朱雀高等 

学校) 
 
■学生会員（57名） 
垣脇健吾(関西大学大学院) 
星野リョウ(神戸大学) 
MENA ARAYAAARON ELI 
(筑波大学) 
田中祐也(広島大学大学院) 
工藤由美子(熊本大学大学院) 
増田優子(大阪大学大学院) 
谷口広樹(東京理科大学) 
中村博(熊本大学大学院) 
亀井信一(早稲田大学大学) 
三村耕平(東京理科大学) 
田巻公貴(東京理科大学大学院) 
山野井優人(関西大学院) 
玉水克明(追手門学院大学) 
礒川祐地(上越教育大学大学院) 
水野佳穂子(上越教育大学大学院) 
内田奈緒(東京大学大学院) 
吉澤樹理(明星大学大学院) 
馮宣淇(九州大学人間環境学府) 
瀧下俊輔(山梨大学大学院) 
信清大輔(千葉工業大学大学院) 
三村耕平(東京理科大学) 
田畑晃(兵庫教育大学大学院) 
小松昌史(東京理科大学) 
岩間裕司(北陸先端科学技術大学院  

大学) 
鶴園隆行(広島大学大学院) 
夘子澤考輔(公立はこだて未来大学 

大学院) 
宮道亮輔(熊本大学大学院) 
今村瑠一郎(電気通信大学大学院) 
渡辺芳朗(愛知教育大学) 
丸山雅貴(早稲田大学大学院) 
相川大吾(電気通信大学大学院) 
布谷誠悟(大阪大学大学院) 
増永恵子(熊本大学大学院) 
川久保アンソニージェイ太稀 
(静岡大学大学院) 
川島弘己(東京電機大学大学院) 
中神一総(横浜国立大学) 
中村綾李(千葉大学) 
小林勇斗(横浜国立大学大学院) 
竹迫颯人(大阪工業大学大学院) 
菅広信(熊本大学大学院) 
今井咲江(拓殖大学) 
嵩下里菜(拓殖大学) 
大多和修介(静岡大学大学院) 
中山舞祐(東京学芸大学) 
石川誠彬(電気通信大学大学院) 
梅宮亮(横浜国立大学) 
赤澤玲(岐阜大学大学院) 
寺田悠希(東京大学大学院) 
中原祐介(東京学芸大学) 
佐野友香莉(早稲田大学) 
前後太河(日本大学大学院) 
橋爪美咲(静岡大学大学院) 
余苗(横浜国立大学) 
大出憲吾(成蹊大学大学院) 
金其徳(Chungnam National 
University) 
上継竜生(早稲田大学) 
福富隆志(慶應義塾大学大学院)  
 

以上 
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担当副会長　：赤倉 貴子（東京理科大学）

広報副委員長：高橋 純（東京学芸大学）
広報委員長　：小柳和喜雄（奈良教育大学）

　幹事：深見 俊崇（島根大学）
　幹事：脇本 健弘（横浜国立大学）
 
 
　委員：島田 希（大阪市立大学）

中村 恵（畿央大学）

会長 鈴木 克明（熊本大学）

9

広報副委員長：光原 弘幸（徳島大学）

東京都港区赤坂１-９-１３
 　　三会堂ビル８階

03-5575-5366
03-5549-2263

◎学会日誌
２０１９年
・	２０１９年０９月０６日（金）
	 �SIG-０６	『Learning from E-Textiles: Broadening 
Participation and Deepening Learning』

	 ワークショップ（Cue, 株式会社オカムラ）
・	２０１９年０９月０７日（土）〜０８日（日）
	 ２０１９年秋季全国大会（第３５回）（名古屋国際会議場）
・	２０１９年０９月０９日（月）
	 �SIG-０３	『若手研究者向け科学研究費申請』ワーク
ショップ（名古屋工業大学）

・	２０１９年１０月１９日（土）
	 研究会「教育方法・授業改善/一般」（甲南大学）
・	２０１９年１２月０８日（日）
	 大学教員のためのFD研修会
・	２０１９年１２月１４日（土）
	 �研究会「情報モラル教育の実践 /一般」（東洋英和女
学院大学）

◎国際会議の案内
２０１９年
・2019 AECT International Convention
	 https://members.aect.org/events/call/
	 (10/21 – 25, Las Vegas, USA)
・E-Learn 2019
	 http://www.aace.org/conf/elearn/
	 (11/4 – 7, New Orleans, USA)
・TALE2019
	 http://tale2019.org/
	 (12/10–13, Yogyakarta, Indonesia)

２37
２０１9年 8月28日


